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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 外科用又は内科用器具に用いる電磁アクチュエータ（２）であって、
 前記アクチュエータ（２）は、
 固定子（１４，１６，１８，２０）と、
 少なくとも部分的に常磁性体及び／又は強磁性体材料を含み、切替え可能な磁場の印加
によって第１の位置から第２の位置へと可逆的に移動可能な可動素子（２６，４４）と、
を備え、
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）及び前記可動素子（２６，４４）は、互いに対
応する環状の遠位磁極片及び近位磁極片（２２，２４，２８，３０）を備え、
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）及び前記可動素子（２６，４４）の前記遠位磁
極片及び／又は前記近位磁極片（２２，２４，２８，３０）は、前記第１の位置及び／又
は前記第２の位置において互いに重なるように並び、
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）及び前記可動素子（２６，４４）双方の、前記
遠位磁極片（２２，２８）及び／又は前記近位磁極片（２４，３０）は、前記磁極片の互
いに向き合う面において周方向に突出した構造（２５，３２）を備え、前記構造は互いに
対応する、
 電磁アクチュエータ。
【請求項２】
 前記磁極片（２２，２４，２８，３０）の互いに対応する面における前記周方向に突出
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した構造（２５，３２）は、磁極片セグメント（２５，３２）である、
 請求項１に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項３】
 前記可動素子（２６，４４）が、永久磁場によって前記第１の位置に保持されていて、
又は、保持されることになり、前記第２の位置に移動したあとで、永久磁場によって前記
第２の位置に保持されている、又は、保持されることになる、
 請求項１又は２に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項４】
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）が、互いに反発するように分極されている２つ
の永久磁石（１４，１６）を備える、
 請求項１から３のうちいずれか１つに記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項５】
 前記切替え可能な磁場を発生させるコイル（１８）が備えられ、前記コイル（１８）が
前記永久磁石（１４，１６）の間に配置される、
 請求項４に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項６】
 前記第１及び前記第２の位置を定める２つの停止点（３４，３６，４２，４８）が備え
られ、前記可動素子（２６，４４）が停止点（３４，３６，４２，４８）にて止まること
によって前記可動素子（２６，４４）に前記複数の停止点（３４，３６，４２，４８）方
向の力が働く、
 請求項１から５のうちいずれか１項に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項７】
 少なくとも１つの停止点（４８）が可動素子（４４）の方向を向いた接続部材（５０）
を備え、前記接続部材（５０）の高さは周方向に調整され、
 前記可動素子（４４）の一方の側が接触素子（４６）を備え、前記一方の側は前記接続
部材（５０）により前記第１の位置又は前記第２の位置にて前記停止点（４８）にて止ま
り、前記接触素子（４６）は、前記可動素子（４４）のその中心軸まわりの回転によって
前記停止点（４８）における軸方向位置が設定されるように、前記接続部材（５０）に支
持される、
 請求項６に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項８】
 前記接続部材（５０）が３つ以上の多重鋸歯形状を有し、
　前記接続部材（５０）が、前記アクチュエータ（２）の中心軸と径方向に直角な円形、
又は半径方向に変化する閉曲線、又は連続する螺旋状セグメントに形成される、
 請求項７に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項９】
 前記可動素子（２６，４４）が、軸方向に移動可能なように管（４，４０）内において
長手方向に取り付けられる、
 請求項１から８のうちいずれか１項に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項１０】
 前記磁極片（２２，２４，２８，３０）が、少なくともある程度、強磁性体材料を含む
、
 請求項１から９のうちいずれか１項に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項１１】
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）の前記２つの磁極片（２２，２４）及び、前記
可動素子（２６，４４）の前記２つの磁極片（２８，３０）が、互いに同一に形成される
、及び／又は、互いに同一の角度関係に配置される、
 請求項１から１０のうちいずれか１項に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項１２】
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）の前記２つの磁極片（２２，２４）及び、前記
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可動素子（２６，４４）の前記２つの磁極片（２８，３０）が、互いに異なるように形成
され、異なる数の磁極片セグメント（２５，３２）を有する、及び／又は、互いに異なる
角度関係に配置される、
 請求項１から１１のうちいずれか１項に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項１３】
 請求項１から１２のうちいずれか１項に記載の電磁アクチュエータ（２）を備える外科
用又は内科用器具。
【請求項１４】
 前記電磁アクチュエータ（２０）の前記固定子（１４，１６，１８，２０）が、前記器
具のハンドルに対して周方向に回転可能な部分に配置される、
 請求項１３に記載の外科用又は内科用器具。
【請求項１５】
 請求項１３又は１４に記載の外科用又は内科用器具に用いる電磁アクチュエータ（２）
のストローク距離設定方法であって、
 前記アクチュエータ（２）の前記可動素子（２６，４４）が、接続部材（５０）を備え
る前記停止点（４８）の前記接続部材（５０）に支持される位置へ導かれていて、又は導
かれることになっていて、前記電磁アクチュエータ（２）の前記固定子（１４，１６，１
８，２０）が周方向に回転し、それによって前記可動素子（２６，４４）が周方向に突出
した構造を有する前記磁極片（２２，２４，２８，３０）を介して周方向に回転し、前記
接続部材（５０）を介して前記可動素子（２６，４４）の軸方向位置が設定される、
 ストローク距離設定方法。
【請求項１６】
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）の前記２つの磁極片（２２，２４）及び、前記
可動素子（２６，４４）の前記２つの磁極片（２８，３０）が、３回以上の回転対称性を
有する、請求項１１に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項１７】
 前記可動素子（２６，４４）、前記切替え可能な磁場を発生させる前記コイル（１８）
、及び／又は、前記永久磁石（１４，１６）が環状の断面を有する、請求項５に記載の電
磁アクチュエータ（２）。
【請求項１８】
 前記固定子（１４，１６，１８，２０）が、互いに軸方向に反発するように分極されて
いる２つの永久磁石（１４，１６）を備える、
　請求項４に記載の電磁アクチュエータ（２）。
【請求項１９】
 前記外科用又は内科用器具は内視鏡である、請求項１３に記載の外科用又は内科用器具
。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、外科用又は内科用器具に用いる電磁アクチュエータに関するものであって、
アクチュエータは、固定子と、少なくとも部分的に常磁性体及び／又は強磁性体材料を含
み、切替え可能な磁場の印加によって第１の位置から第２の位置へと可逆的に移動できる
可動素子とを備え、固定子及び可動素子は、互いに対応する環状の遠位及び近位磁極片を
有し、固定子及び可動素子の遠位磁極片及び／又は近位磁極片は、第１の位置及び／又は
第２の位置において、互いに重なるように位置を合わせる。本発明はさらに同様のアクチ
ュエータを備える外科用又は内科用器具に関する。
【０００２】
　外科用又は内科用器具に用いる電磁アクチュエータは、ドイツ特許出願第１０　２０１
１　００６　８１４号により知られており、該アクチュエータは固定子と、少なくとも部
分的に常磁性体又は強磁性体材料を含み、電磁場印加によって第１の位置から第２の位置
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へと移動できる可動素子とを備えている。ここでは、該可動素子は永久磁場によって第１
又は第２の位置内に保持されている。
【０００３】
　ドイツ特許出願第１０　２０１１　００６　８１４号に開示されている電磁アクチュエ
ータ概念は、光学部品を光軸の軸方向に移動させるために用いられ、該光学部品は回転子
内に設置される。したがって、例えば、光学装置の焦点又は倍率を変更することや、視野
方向を変更することが可能である。
【０００４】
　繰り返される直進運動、又は、振動或いは加工の力のような外的影響により、光学装置
がもはや最適焦点から外れていることがあり得る。これは、回転子の回転運動が生じ得る
アクチュエータの取付け後又は多重起動後に起き得るもので、例えば、部品の製造欠陥、
又は組立ての際の位置決め誤差及び調整誤差に起因する。こういった誤差は、組立て中の
焦点調節及びメニスカス配置などの補正手順により補正されるが、光学装置は一つの状態
にのみ最適化される。光学装置に引き続き変更が生じた場合は、再生される画質にマイナ
スの影響を与え得る。
【０００５】
　さらなる影響としては、双安定アクチュエータでは、光軸に対し直角に配向された、例
えば、停止面又は回転子面のような２つの面の間でアクチュエータのストロークを設定す
るが、製造及び組立ての不正確さによって、これらの面が光軸に対する直交位置から逸脱
することがあり得る。そのため、この逸脱によって実際のストロークが意図したストロー
クより大きく又は小さくなるという事態が生じる可能性があり、自在に回転可能な回転子
の場合では一層その差異が生じ得る。
【０００６】
　最後に、このようなアクチュエータにおいては、組立ての際のストローク距離設定は非
常に複雑である。
　一方、本発明の目的は、外科用又は内科用器具に用いる電磁アクチュエータにおいて、
光学装置の誤差を最小限の組立て費用で補正し、さらにはストローク距離設定を単純化す
ることである。
【０００７】
　この目的は、外科用又は内科用器具に用いる電磁アクチュエータによって解決され、該
アクチュエータは、固定子と、少なくとも部分的に常磁性体及び／又は強磁性体材料を含
み、切替え可能な磁場の印加によって第１の位置から第２の位置へと可逆的に移動可能な
可動素子とを備え、固定子及び可動素子は、互いに対応する環状の遠位磁極片及び近位磁
極片を有し、固定子及び可動素子の遠位磁極片及び／又は近位磁極片は、第１の位置及び
／又は第２の位置において互いに重なるように並び、それにより、固定子及び可動素子双
方の遠位磁極片及び／又は近位磁極片は、両磁極片の互いに向き合う面において周方向の
構造をさらに有し、これらの構造は互いに対応する。
【０００８】
　この互いに向き合う面における互いに対応する構造によって、固定子、及び可動素子、
すなわちアクチュエータの回転子は、互いに固定された角度関係に保持される。磁束線が
最も抵抗の小さい経路へ向かうため、両磁極片の上記構造化された面の突起部、すなわち
突出した領域の位置は、互いに可能な限り正確に合わせられる。その結果、両磁極片間の
空隙は、この突出した領域にて最小限となり、よって低エネルギー状態となる。この状態
はエネルギー的に好ましい。
【０００９】
　当該構造を成す磁極片の発明原理は、例えば双安定リラクタンスアクチュエータ又はロ
ーレンツ力アクチュエータのような、様々な種類の電磁アクチュエータに有利に用いるこ
とができる。
【００１０】
　重なるような位置合わせ、つまり、位置合わせされた重なりとは、前記構造のある互い
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に向き合う面、すなわち両磁極片の互いに向き合う磁極片セグメントが、第１及び／又は
第２の位置において少なくとも部分的に重なり合っていることを意味する。当該位置の停
止点においても、対応する永久磁場が可動素子を適切な位置に保持する軸力を及ぼすはず
であるため、この重なり合いが完全である必要はない。したがって、上記磁極片の構造に
よって磁力線を束ねることによって、本発明による円周方向の力伝達機能が保証されるの
であれば、本発明の範囲においては部分的な重なり合いで十分である。
【００１１】
　近位及び遠位の両磁極片それぞれが、両位置において少なくとも部分的に重なり合うこ
とが好ましい。したがって、固定子に対する回転子のねじれが生じないように、回転子の
固定子への回転カップリングは固定子の全長にわたっておおう。
【００１２】
　従来技術のデメリットは、両磁極片の上記構造化された面を用いて、固定子と、回転子
、すなわち可動素子との角度関係を互いに固定することで克服される。よって、スイッチ
の多重切り替えに起因して、回転子、すなわち可動素子が固定子内にて回転し、組立てと
ともに最適な配置から逸脱してしまうという調整不良はもはや生じない。したがって、本
発明では、残りの光学装置に対する回転位置は維持される。回転子、すなわち可動素子が
固定子に対して所定の回転位置に保持されているため、もはやアクチュエータの起動にか
かわらず画質が変わることはない。さらに、可動素子の回転位置は、停止面の設置におけ
る組立誤差や製造誤差に関係なく、同一のストローク距離の再現性が維持できるように固
定される。
【００１３】
　本発明では、回転位置の機械的誘導は不要である。機械的誘導は構造によっては複雑で
あり、装置内の摩擦をさらに増加させる。
　互いに対応する磁極片の面の構造としては、好ましくは磁極片セグメントを備える。こ
の磁極片セグメントは、互いに向き合った磁極片セグメント間の空隙が、磁極片における
磁極片セグメントがない部分同士の間の空隙よりも狭くなるように、磁極片の残りの部分
に対して磁極片がそれぞれ外向き又は内向きに拡張した部分である。この放射状構造によ
り、磁束は、１つ以上の回転位置における磁気回路の磁気抵抗が、他の回転位置よりも低
くなるように方向付けられる。磁気システムは最低エネルギー状態、すなわち最小磁気抵
抗を得ようとするため、可動素子、すなわち回転子が回転して磁気抵抗が最低となる位置
から逸脱すると、回転と反対向きのトルクが発生する。
【００１４】
　有利な設計では、固定子の２つの磁極片及び可動素子の２つの磁極片は互いに同一に形
成され、及び／又は、互いに同一の角度関係に配置され、具体的には回転対称形状を有し
、具体的には３回以上の回転対称性を有する。ここで、特に安定性を有するのは、例えば
３回、５回、又は７回のような奇数の回転対称性であるが、６回又は８回のような偶数の
回転対称性でも、本発明では有利に用いることができる。
【００１５】
　あるいは、固定子の２つの磁極及び可動素子の２つの磁極片は、互いに異なるように有
利に形成され、具体的には異なる数の磁極片セグメントを有する、及び／又は、互いに異
なる角度関係に配置される。したがって、例えば遠位磁極片が３回回転対称性を有し、近
位磁極片が５回回転対称性を有してもよく、固定子の磁極片の設計はこれに対応するか、
又は、その都度同一の回転対称性が選択されてもよいが、遠位及び近位磁極片の個々の磁
極片セグメントは、互いに対して異なる角度関係を有するように互いに位置を合わせる必
要はない。このようにして、周方向の復原力は均一に調整される。
【００１６】
　好ましくは、可動素子が永久磁場によって第１の位置に保持され、又は保持されること
になり、そして第２の位置に移動した後、永久磁場によって第２の位置に保持される、又
は保持されることになる。この実施形態は双安定アクチュエータを表している。
【００１７】
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　第１の位置及び第２の位置を定める２つの停止点が有利に備えられ、具体的には、可動
素子が１つの停止点に支持されると、両停止点方向の力が可動素子に及ぼされる。可動素
子に及ぼされる停止点方向の力は対応する位置の永久磁場によって発生する。その結果、
停止点は、停止点が最小エネルギー構成になることができないように、可動素子の動きを
制限する。最小磁気配置及び最小エネルギー構成では、もはや可動素子に及ぼされる力は
なく、可動素子の位置は定められない、すなわち、容易に動かすことができる。
【００１８】
　本発明の別の局面では、電磁アクチュエータのストローク距離を有利に設定でき、その
場合、少なくとも１つの停止点が、可動素子に向けて位置を合わせた接続部材を備え、当
該接続部材の高さは周方向に調整され、第１又は第２の位置において停止点によって当該
接続部材に支持される可動素子の片側は接触素子を備え、当該接触素子は、可動素子がそ
の中心軸まわりに回転することによって停止点における軸方向位置を設定できるように当
該接続部材に支持される。当該接続部材を用いれば、本発明による可動素子の回転を利用
して、可動素子が実際に接続部材で停止点と接触する位置を決定することが可能であり、
このようにして軸方向のストローク距離、すなわち停止点が決定される。
【００１９】
　この目的のため、接続部材は３重又はそれ以上に重なった鋸歯形状を有し、具体的には
アクチュエータの中心軸の径方向に直角に、円形、又は半径方向に変化する閉曲線、又は
連続する螺旋状セグメントに形成される。３重又はそれ以上の鋸歯形状を有する場合、停
止点での安定した支持が保証されるように、可動素子には停止点、すなわち接続部材にお
いて３つ又はそれ以上の接点が存在する。接続部材は上面図で三角形であり、これもまた
本発明による機能を十分に果たす。接続部材の個々の部分同士は接続されてもよいが、必
ずしも接続されている必要はない。
【００２０】
　固定子は、好ましくは２つの永久磁石を備え、当該永久磁石は互いに反発するように、
具体的には軸方向に分極されている。この構成により両方の位置で安定した停止地点が得
られる。好ましくは、切替え可能な磁場を発生させ、具体的には当該永久磁石の間に配置
されるコイルが備えられる。
【００２１】
　本発明の範囲で、とりわけ簡易な実施形態が得られるのは、可動素子が軸方向に移動可
能なように管内に長手方向に有利に取り付けられ、可動素子、切替え可能な磁場を発生さ
せるコイル、及び／又は永久磁石が、具体的には環状の断面を有する場合である。磁極片
は、好ましくは少なくともある程度強磁性体材料を含む。
【００２２】
　本発明の基礎となる目的は、外科用又は内科用器具、具体的には本発明による上述のア
クチュエータを備える内視鏡によっても解決され、当該内視鏡では、好ましくは、電磁ア
クチュエータの固定子が器具のハンドルに対して周方向に回転可能な部分に配置される。
このようにして、アクチュエータの多重起動が起きた場合にも、当該器具は光学部品の再
現性のある品質と、可能な場合は、設定可能なストローク距離とを備える。ここで、固定
子の回転に応じて回転子、すなわち可動素子が動かされ、それにより停止位置又はストロ
ーク距離の設定が可能なように、固定子は、好ましくは手動又は別の方法で回転されても
よい。
【００２３】
　最後に、本発明の基礎となる目的は、本発明による上述の外科用又は内科用器具に用い
る電磁アクチュエータのストローク距離を設定する方法によっても解決され、アクチュエ
ータの可動素子が、接続部材を備える停止点の当該接続部材に支持される位置へ導かれて
いる、又は導かれることになっており、電磁アクチュエータの固定子が周方向に回転し、
それによって当該可動素子が周方向の構造を成す磁極片を介して周方向に回転し、当該可
動素子が接続部材を介してその軸方向位置に設置される。
【００２４】
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　本発明の対象物の特徴、利点、及び性質、したがって装置、器具、及び方法もまた、そ
れぞれが相互関係にある本発明の別の対象物に制限なく適用される。
　本発明のさらなる特徴は、本発明による実施形態の記載、請求の範囲、及び添付した図
面から明らかになるであろう。本発明による実施形態は、個別の特徴又は複数の特徴の組
み合わせを実現し得るものである。
【００２５】
　本発明について、その概念を制限することなく、図面を参照しながら例となる実施形態
を用いて以下に説明するが、本発明の開示のうち、本明細書中でより詳しく説明されてい
ないものに関する全詳細については、明示的に図面を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明によるアクチュエータの概略縦断面図。
【図２】図１におけるアクチュエータの概略断面図。
【図３】本発明による、別の設計のアクチュエータの概略図。
【図４】図３におけるアクチュエータの概略断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図面において、同一又は同様の要素、及び／又は部分には、説明の重複を避けるために
同一の参照符号を付している。
　図１には、本発明によるアクチュエータ２を縦断する概略図において、レンズ１２，１
３がレンズ配列に配置された摺動管４を示す。内部摺動管４においては、レンズ配列にさ
れた遠位入力レンズ８，９に用いるレンズ保持具６が遠位に配置され、レンズ保持具６は
摺動管４に確実に接続されている。
【００２８】
　レンズ８，９と１２，１３との間には、軟磁性材料を含む収納部に収納された、レンズ
配列にされたさらに２つのレンズ１０，１１が示され、収納部はその近位端部及び遠位端
部にそれぞれ遠位磁極片２８又は近位磁極片３０を有する。当該収納部はアクチュエータ
２の回転子を形成する。図１の下部に示すように、磁極片２８，３０は円周に沿って径方
向に構成されている。
【００２９】
　２つの永久磁石１４，１６から成る配列はアクチュエータ２の固定子を形成し、この２
つの永久磁石の間には、切替え可能な磁場を発生させるために接続線１９を有するコイル
１８が配置され、軟磁性材料を含むカバー２０が部分的にコイル１８を囲んでいる。また
、カバー２０は、円周方向において放射状（ｒａｄｉａｌｌｙ）に構成され、奇数の回転
対称性を有し、これは断面図の上部と下部とが互いに非対称であることから明らかである
。摺動管４は、可動素子２６と固定子との間の空隙に配置される。図１には、閉じた磁力
線のそれぞれも概略的に示す。
【００３０】
　摺動管４の一部及びレンズ保持具６の端部は、可動素子２６の停止点３４，３６を形成
し、電磁アクチュエータ２のストローク距離を決定する。
　第１の位置では、可動素子２６が第１停止点３４に接触して停止し、遠位において、遠
位磁極片２８の面が、少なくとも外側固定子である磁極片２２と重なる。停止点３６に接
触する第２の位置では、近位磁極片２４，３０が互いに重なる。いずれの位置においても
、円周方向における放射状構造の効果が遠位及び近位に及ぶように、それぞれ他方の磁極
片との部分的な重なりを維持することが可能である。
【００３１】
　図２は図１の切断線Ａ：Ａに沿った概略断面図であり、内側から外側に向かって見ると
、レンズ１１は最も内側に見てとれ、そして軟磁性のある近位磁極片３０に収納されてお
り、近位磁極片３０は３つの磁極片セグメント３２を備え３回対称性を有する。磁極片セ
グメント３２は、磁極片３０の残りの部分と比較してより厚みを有して設けられているた



(8) JP 6333845 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

め、外側の空隙は狭い。摺動管４は近位磁極片３０と外側固定子である近位磁極片２４と
の間に設けられている。当該固定子もまた円周方向において構成され、一方には磁極片セ
グメント２５を、他方には磁力線が入る開口２５’を備え、磁力線は、具体的には、磁極
片セグメント２５における磁極片の軟磁性材料を介して回転子の磁極片セグメント３２内
へ入る。また、開口２５’内に並列巻きのコイル１８が見てとれる。
【００３２】
　３つの磁極片セグメント３２と３つの磁極片セグメント２５とがそれぞれ互いに向き合
った配列は、これらの磁極片セグメントを互いに固定された角度関係に確実に誘導し、そ
のための機械的な誘導構造を必要としない。
【００３３】
　図３に、本発明による別の電磁アクチュエータの、いくつかの機械的側面における簡単
な例を示す。このアクチュエータは、第１停止点４２を有する摺動管４０を備え、摺動管
４０には、レンズシステムとしての２つのレンズ１０，１１を有する回転子管４４が挿入
される。回転子管４４は近位に複数の停止ピン４６を有する。回転子管４４が摺動管４０
へ挿入された後、摺動管４０は制御ゲート又は接続部材５０を有する停止スリーブ４８で
密閉される。図３にはその他の磁性部品及び電磁部品は図示しない。
【００３４】
　第２の位置、すなわち近位の位置では、回転子管４４の停止ピン４６は接続部材５０に
て止まる。図１，２に示す構造の磁極片を介した伝達を利用して回転子管４４が回転する
と、停止ピン４６は回転位置に応じて接続部材５０に対して別の位置で止まることになる
。したがって、回転子管４４の停止ピン４６の軸方向位置は、回転子管４４の中心軸まわ
りの回転によって定まり得る。
【００３５】
　接続部材５０は、回転子管４４の停止ピン４６と同じ直径を有するリングに形成される
ことができ、リングは、例えば３つ以上の鋸歯状変調部を有するなど、軸方向において高
さ変調される。
【００３６】
　停止ピン４６に代えて、半径方向を向き、接続部材５０と相互に作用する停止リッジ又
は停止線を備えることもできる。接続部材５０は、円形に限らず、例えば分離した複数の
螺旋断面形状の隆起を有してもよい。
【００３７】
　続いて、図４は、アクチュエータの中心軸に対して直角な断面を示し、個別に分離した
磁極片セグメント３２であって、環状である磁極片３０と比較して高さのある磁極片セグ
メント３２を有する近位磁極片が摺動管４の内部に配置された実施形態が示される。回転
子管４の外側に示される、外側固定子である磁極片２４もまた、断面がほぼ環状であり、
内側を向いた磁極片セグメント２５を有する。磁極片セグメント２５の幅は、回転子であ
る磁極片３０の磁極片セグメント３２の幅に対応し、したがって可動素子２６の幅に対応
する。このようにして、円周方向における、磁極片の磁気回路による特定の案内、及び、
磁極片２４の移動を伴う、矢印の方向に沿って運ぶ強い駆動力が得られる。
【００３８】
　図面でのみ参照されるもの、及び、別の特性と組み合わせて開示される個別の特性を含
む、名称を付した全ての特性は、個別に、そして組み合わせで本発明に重要なものとして
考慮される。本発明による実施形態は個別の特徴又は複数の特徴の組み合わせによって実
現することができる。
［符号の説明］
２　   電磁アクチュエータ
４     　摺動管
６　   レンズ保持具
８－１３　レンズ
１４   　永久磁石
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１６   　永久磁石
１８　コイル
１９　 接続線
２０　カバー
２２　 遠位磁極片
２４　 近位磁極片
２５　 磁極片セグメント
２５’　開口
２６　 可動素子
２８　 遠位磁極片
３０　 近位磁極片
３２　 磁極片セグメント
３４　 第１停止点
３６　 第２停止点
４０　 摺動管
４２　 第１停止点
４４　 回転子管
４６　 停止ピン
４８　 停止スリーブ
５０   　成形接続部材

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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